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１．開会 
 委員全員が出席であり、本会議は成立となる。 
 
 
２．開会あいさつ 
 かほく市国保加入者の約５０％が高齢者（６５歳以上）である。特定健診の受診率を上げ、
早期発見・対応に取り組む等、医療費の抑制に取り組んでいかなければならない。２０２５年
問題にもあるように、医療と介護の連携も必要となってくる。 
 現在、平成３０年度の県一本化へ向けて、県内１９市町で調整を進めているが、負担は各自
治体に振り分けられて、県に納めることとなる。その点においても、医療費の抑制が重要とな
ってくる。委員の方々には国保の運営につきまして、忌憚のないご意見を頂戴したい。 
 
 
３．委員の紹介 
 自己紹介（全委員、全事務局員） 
 
  
４．組織について 
会長の選出 

 会長を、公益代表の３名の中から１名選出してほしい。 
 
 山本さんを推薦したい。 
  
 〔全委員拍手で承認〕 
 

 山本会長に会長代理を１名選出してほしい。 
 
 南さんにお願いしたい。 
〔全委員拍手で承認〕 

 
 
５．会長挨拶 
皆さんお忙しいところ、第１回の運営協議会に出席していただき、ありがとうございます。

議案協議に入るが、ご協力をお願いしたい。 
 
 

６．議事録署名委員の選出 
 高田委員、南委員にお願いしてよろしいか。 
〔全員拍手で承認〕 
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７．議題 
（１）平成２７年度国保特別会計決算について 
説明 
 
歳入に基金繰入金が１億４０００万円、歳出に基金積立金が３０万４２３５円。歳入から歳

出を引いたところ、１６００万ほどとなっているが、参考までにかほく市には基金がどれくら
いあるか。 
 
国保特別会計のほかに、国保調整基金という別の会計がある。別の会計の基金が２７年度に

２億１３００万円あったが、２７年度は医療費が伸びた。その他にも国から補助金をもらうが、
概算でもらって３年精算で返していかないといけないため、その精算額が今年は多かった（国
の返還金と合わせて１億円）。別会計の２億１３００万円の基金から１億４０００万を国保会計
に入れてやりくりした。その残りが３１００万で、その残ったうちの半分以上は基金に積むル
ールがあるため、１６００万をまた別会計の基金に積み立てた。残りを２８年度の予算で使っ
ている。 
２億あった別会計の基金が、６月１日現在で８９００万しかない。もし、やりくりが出来な

くなった場合、皆さんとご相談させていただきたい。 
 
 今年度だけみたら赤字だったため、へそくりをもってきた。毎月のお給料だけだと家計は赤
字になった。３０００万円貯金ができたというわけではない、という認識でよいか。 
 
 お見込みのとおり。どうしても会計が保たれなくなった場合は、一般会計から資金援助をし
なければならない。今後の動向によっては、一般会計（税金）から国保の会計へ資金を投入し
ないと収支が保たれない。 
 
 基準外繰入を認めてもらえない市町村もあるので、その場合は保険税率を上げて税収を上げ
ていかないとやりくりできないので、保険税率の改正をしている市町村もある。かほく市は基
準外繰入を認めてもらえているので、２２年に税率改正してから、基準外繰入を２２～２５年
と３億強認めてもらえた。それでやりくりができて別会計にも貯金ができたのが、今までの会
計だった。 
 
 国保負担金等返納金は１～２年前からある程度の予測はつかないのか。 
  
 毎年５０００万円程見込んでいる。今回は特別に、レセプトの捉え方が国とかほく市で違っ
ていたものがあって、どうしても返さないといけないとのことだった。過去４年分の返還金が
５６００万ほどあったので、今年は１億になってしまった。 
 
今年度はどうなる予測か。 
 
普段どおりなら５０００万円程度。 
 
増える可能性はあるか。 
 

 ないと思っている。現在、３０００万円返しなさいというのはきているが。 
 
他に質問がなければ、承認ということでよろしいか。 
〔全委員拍手で承認〕 

 
 決算につきましては、先月２５日にかほく市監査委員による決算監査が指摘事項なく終了し
ている。この後は、議会で決算の認定という形で、９月議会の予算決算常任委員会で改めて審
査を受け、２７年度の決算が承認されることとなる。 
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（２）平成２７年度国保の実績について 
｛訂正箇所｝ 
表①保険税率のＨ２７限度額の欄 

 医療分５１万→５２万、支援金分１６万→１７万、介護分１４万→１６万に訂正。 
説明 
 
質問がなければ承認ということでよろしいか。 
〔全委員拍手で承認〕 
 

（３）平成２８年度国民健康保険の保健事業について 
説明 
 
重症化予防事業のデータヘルス計画に基づく保健事業とは具体的に何か。 
 
脳血管疾患と虚血性心疾患と糖尿病性腎症の重症化予防の対象者が７６８人いて、そのうち

臓器障害があってただちに取り組むべき方６７人を中心に、透析患者にならないよう保健師が
対応するもの。 
かほく市の国保被保険者の中で透析患者が１６～１８人いる。透析患者の方で６５歳になる

方には、後期高齢医療に移行しませんかと案内している。 
 
ワオンカードの活用とは、具体的には何をするのか。 
 
ご当地ワオンを使って、健康福祉課で２種類の事業を計画している。 
① イオン内を歩いて、各箇所に設置された機械にタッチしてポイントをためる。 
② イオン内に設置された機械と通信できる万歩計を使って、イオンだけでなく普段歩いた

歩数に応じてポイントがたまる。（１０００歩＝１ポイント） 
ポイントがたまるという楽しみを入れた健康事業として企画した。 
 
１０月１日からスタートで、当日はスケート選手の勅使川原さんを招いて、イオン内を歩く

イベントを開催予定。結果相談会でチラシを配付する予定。 
 
医療費のお知らせの送付に、精神科疾患分については入れてないのか。 
 
精神科の薬をもらっていることを内緒にしたいという家庭もあるため、精神科履歴について

は載せないことにしている。 
 
他に質問がなければ、承認ということでよろしいか。 
〔全委員拍手で承認〕 
 

（４）その他 
説明 
 
質問がなければ承認ということでよろしいか。 
〔全委員拍手で承認〕 
これで審議を終わります。 
 
 

８．閉会あいさつ 
 本日はありがとうございました。 
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